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踏切事故対応訓練及び車内無差別殺傷事件想定訓練の実施について 

 踏切事故を想定した対応訓練をはじめ車両の機器説明や消防の方を中心とした車内からの救出訓練、

警察の方を中心とした車内無差別殺傷事件想定訓練を実施し、消防、警察、ＪＲ社員間の連携確認及び

対応能力向上を図る目的で以下の内容で実施しました。 

１ 実施日時  ２０２２年１１月２２日（火）  

１３時００分 ～１５時２０分 

 

２ 実施場所  宇野駅構内電留 2 番線   

所在地：玉野市築港 1-1-1        

     (両備ホールディングス様玉野営業所整備工場横) 

 

３ 参加予定者  玉野警察署       7 名 

   児島警察署       6 名 

玉野市消防本部    10 名    

倉敷市消防局     11 名 

ＪＲ西日本        20 名  

 計 54 名 

４ 訓練想定 

≪第一部(13:10～14:30) 踏切事故対応訓練・車内からの救出訓練 ≫ 

・踏切事故対応訓練 :備前田井駅を列車が発車後、踏切手前で踏切内に進入した人物を認め、直ち

に汽笛吹鳴及び非常停止手配を採るも及ばず衝突し、現場を行き過ぎ停車したとの想定で警察、

消防、ＪＲが連携した踏切事故対応訓練を実施 

・車内からの救出訓練 : 避難ハシゴなどを使用したお客様救出を実施 

≪第二部(14:30～14:45) 車両講習≫ 

・床下の機器類の危険性（感電等）や、車内非常ボタンや乗降ドアの開閉方法などの説明を実施 

≪第三部(14:45～15:15) 車内無差別殺傷事件想定訓練≫ 

・車内にいる不審者を警察が制圧する訓練を実施 (玉野警察署、児島警察署で各 15分) 

 

５ 訓練内容 

(1) 踏切事故を想定した訓練によりスキルアップと連携強化 

(2) 避難ハシゴを使用した車内からの救出訓練を消防機関との連携確認 

(3) 警察・消防機関への車両機器の説明 

(4) 昨今の車内テロを想定した警察機関の対応と JR との連携 

 

 

 

 

 

   


